
海陸風の風向分布について

行った．今後は，日射量，気圧配置などの海陸風の発生

条件，外部条件を考慮して解析し，これらの条件が海陸

風の風向分布に及ぼす影響について検討する必要があろ
う．

　本稿の内容について，有益なコメントをいただいた審

査員の方々に感謝します．
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